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主論文題目 ： 
軍事組織における問題解決の方法論に関する研究－高等教育、ドクトリン、作戦術－  
 
 
（内容の要旨） 
 本論文は、軍事組織における問題解決の方法論に焦点を当てる。その方法論とは、軍
事組織において概念を創造する力であり、軍事組織が行う諸活動の成否、そして戦争の
勝敗にも関わる力である。 
各国の軍事組織は、時代の変化、環境の変化、そして敵の変化に直面している。方法
論を進化させ続けることでさまざまな問題を解決していかなければ目的を達成すること
ができない。軍事組織は、問題解決の方法論をどうすれば制度として定着させることが
できるのだろうか。この問いに答えるため、軍事における基本的概念である「戦争の術
と科学」の約一世紀にわたる発展過程を分析し、軍事組織の高等教育、ドクトリンや戦
略と戦術を繋ぐ概念である「作戦術」の発展過程を通じて解明する。 
本論文は、2 部 7 章という構成を通じて記述していく。第 1 部（第 1 章～4 章）は、
第 1 章で 19 世紀後半の米国海軍の問題解決の方法論を明らかにすることで、軍事組織
の問題解決の方法論の原型を分析する。また、その知的態度を「ネイバル・アカデミズ
ム」として提示する。第 2章では、明治期日本海軍の方法論へのアプローチを、第 1章
で明らかにする同時代に先行していた米国海軍のそれと対比することで、その特徴を描
く。第 3 章は、日本海軍の近代化概成後から 1945 年の敗戦に至る問題解決の方法論を
分析する。第 4章では海上自衛隊の創設期に至る知的伝統を整理する。第 2部（第 5章
～7 章）は、方法論を重視し、高等教育の制度化を通じ、ドクトリンを生み出す実相を
ケーススタディしている。まず第 5章で第 2部の軸となるドクトリンと作戦術の形成と
意義を明らかにすることで、今日の軍事組織における問題解決の方法論の安全保障研究
等への適用を論ずる。この分析枠組みが、第 6章と第 7章を貫いていく。第 6章は、ベ
トナム戦争で疲弊して全てが否定された米軍が1970年代から1980年代にかけて知性を
中心に置いて改革を進めたプロセスを分析する。第 7章は、米軍が最も緊密な同盟国と
している英軍が、元々は知性を軽んじており、これに疑問を抱いた一群が作戦術の受容
を通じて知的組織に生まれ変わるプロセスを分析する。これらの検討を踏まえ、終章で
ある「まとめ」では国家の存亡にも関わる根幹的で普遍的なテーマである軍事組織の問
題解決の方法論のあるべき姿と今後について考察する。 
結論は、以下のようになる。組織変革の方法を探求し続ける軍事組織こそが戦争に勝
利する。これが軍事組織の国家に対する究極の義務である。その創造力を培う知的態度
を尊重し、独創性あふれる組織環境をどう作るか。このために必要とされる軍事組織の
方法論の進化と制度化の鍵が高等教育である。そして、軍事組織は、高等教育で養成す
るドクトリンを開発し、更新し続ける人材により方法論を模索し、追究し続けなければ
ならない。 
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